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第７次総合計画策定に向けた地区別ワークショップ（門田地区） 次第

議 事 内 容

開場（18：00） （先着順で●グループに割り振りして着席。氏名を自筆して、用意した名札に入れ、首にかけていただく）

１．開会（18：30） • 開催趣旨

２．配付資料説明（18：35） • 会津若松市・地区別の概況についての解説

３．自己紹介（18：50） 作業各自7分、発表2分×6人

• 参加者は、わがまち（門田地区）の魅力・特徴的なところ（人、まち、自然、歴史、食、文化等に関して）
をポストイットに記入 →できるだけ具体的に書く

• 自己紹介しながらポストイットを添付

４．グルーピング（19：10） →キーワードの設定（できるだけ具体的に） （例： おいしい柿、盛んな地区活動、広い運動公園 等）

５．WS キャッチフレーズの作成
（19：20）

• 新しい模造紙（横）左3分の1にキーワード記入

• 参加者は、わがまち（門田地区）の魅力・特徴を踏まえて、「“望ましいまちの姿”をイメージしたキャッチ
フレーズ」をポストイットに記入

例 ：「スポーツと豊かな食のまち」「工業と農業の盛んなまち」「住民の力で課題解決できるまち」

６．グループ内の発表（19：30） 2分×6人

• キーワードと関連付けながら発表し、ポストイットを模造紙の右3分の2に添付
2番目以降の人は、前の人の貼ったポストイットも参考にしながら発表

７．グループまとめ（19：45） • ポストイットに書かれた「“望ましいまちの姿”をイメージしたキャッチフレーズ」を参考にしながら、“望まし
いまちの姿”を実現するために、住民の力でどんなことができるかについて議論する

• 発表者を決定
• グループ内で1つか2つキャッチフレーズを選ぶ。当該キャッチフレーズに関連し“望ましいまちの姿”を
実現するために、住民の力でどんなことができるかについて発表する

８．各グループの発表（20：10） （発表3分＋コメント2分）×3グループ

９．全体講評（20：25）

10．終了（～20：30）

テーマ「地域活動のあり方～地域活性化、支え合いの仕組みづくり～」


